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多摩市地域自立支援協議会 令和３年度第２回 会議録 

 

日 時 
令和３年 12 月 10 日（金） 

18:30～20:00 
場 所 多摩市役所 301・302 会議室 

出 席 者 

( 敬 称 略 ） 

委員 

※敬称略 

阿部、市川、井上、角川、北山、柴田、清水、高松、野路、藤吉、登坂、

吉井 

障害福祉課 

（事務局） 

平松課長、五十嵐主査、上野主査、武井主査、平林主査、片山主事、山

内主事 

欠 席 者 委員 

※敬称略 

菅、山田 

記 録 者 事務局 

項 目 開会 

１ 今年度の主な議題について 

２ その他 

・身体障がい者電話使用料助成制度における新規申請受付の廃止について 

・第５次地域福祉活動計画策定委員会委員候補の推薦について 

閉会 

 詳細 

開会 

 

１. 今年度の

主な議題に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～開会～ 

●委員から出た意見 

〈新型コロナウイルス感染症への対応について（入所先や保護する仕組み）〉 

・東京都が行っている職員応援派遣事業について、事業所が各自で申請するだけなのか。

市としてこの事業のメリット等を伝える取組みはあるのか。 

 

【事務局】周知の部分でできる限りのことを行っていきたい。 

 

・社会福祉協議会へ各事業所が登録を行った後、まとめておく必要はあるのか。また、

どの事業者が登録しているか等の情報共有は必要か。 

・社協が中心に情報発信、共有を行うのなら十分だが、難しい場合は市役所が先導に立

って登録事業所の把握や管理をするとよいと思う。 

・事業としてはあるが、実際にはあまり活用されていない。有事に職員を出すことは現

状として厳しい。以前に居宅サービスを行うヘルパー職員が陽性となった。その利用

者と家族が濃厚接触になり、代わりとなるヘルパー派遣ができない事態があった。結

果的に保健所の尽力で病院が受け入れてくれた。このような緊急事態になったとき、

速やかに受け入れができる準備があるとよい。 

・当事者から見ても一人でも職員が抜けると運営が厳しいと感じる。私が通う２か所の

うちの一つの事業所でのコロナウイスの対応は、飲食関係の事業所では手洗いや消毒、

マスク、換気を徹底している。一方ではメンバーの登録人数が 120 人程おり、陽性者
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の話はないが、自宅と事業所の２回で検温を行っている。 

・施設での対策は継続しつつ、緊急のために各制度の存在を承知してもらえたら。また、

人材確保はこのような場面でも必要な課題だと感じた。派遣事業について、制度はあ

るが実績が分からないので、実際の情報を得られたらとよいと思う。 

・短期入所事業が閉鎖中に利用者の家族が軽症となった場合について、東京都が行って

いるマンションなどで一時的に受け入れている同様の取組は多摩市にないのか。 

 

【事務局】多摩市では行っていない。関係機関と調整しながら臨機応変に対応できるよ

うにしていきたい。 

 

・八王子事業所１名、就労支援センターで２名感染者が出た。保健所に確認したところ

濃厚接触者はいないとのことであったが、職員、利用者全員に対して念のため抗体検

査を行った。結果陰性のため、事業を継続できた。今後、オミクロン株の感染拡大が

懸念されているが、対策を考える必要があるのではないか。また、感染者の内１人は

後遺症により、仕事を休職してリハビリ支援を受けているが、支援者がいないと放っ

ておかれないか心配。 

・私の事業所では BCP 計画のコロナウイルス対応版の見直しの検討を行うことやコロナ

ウイルスの保険に加入した。多摩市でも各事業所任せではなくそれぞれが行っている

取組について、アンケート等を実施するのはどうか。 

 

 

〈新型コロナウイルス感染症への対応について（往診対応）〉 

・コロナでない場合でも、支援者の付き添いが断られる。多摩市でも介護者が入れるよ

うに説得してほしい。大田区の例では、24 時間介護が必要で音声言語の障がいがある

者が入院した。その際、区役所の職員が病院に依頼して介護者を付けてもらい、何と

か入院ができた。多摩市も同じ対応をしてほしい。 

 

【事務局】介護者が必要な方は、病院とできる限り調整を行っていきたい。 

 

・東京都が行う訪問看護師による自宅療養者等への健康観察について、訪問介護を利用

していない者がサービスを受けられるのか、また実績はあるのか。 

 

【事務局】訪問看護を利用していない者でもサービスが受けられると認識している。現

在、利用した実績は聞いてない。 

 

・今後、そのような対応は増えていくと思うので、把握する必要があるのでは。これか

ら先、状況が分かれば教えていただきたい。 
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〈新型コロナウイルス感染症を踏まえた災害対応について〉 

・地域防災計画について、内容の確認ができるのはいつか。 

・第３回の協議会で進捗状況を報告していただきたい。 

 

〈就労支援について〉 

・しごと・くらしサポートステーションの実績や周知はどのようにおこなっているのか。

また、連携体制や対応する職員は専門職の者か。 

 

【事務局】正確な実績は不明だが相談件数は多く、専門職に委託を行っている。リーフ

レットを配布し、周知している。連携の点では、相談内容によって生活福祉課との連携

や障害福祉課等の担当課に繋いでいる。 

 

・しごと・くらしサポートステーションと地域活動支援センターは重複するのでは。棲

み分けはどうなっているのか。 

 

【事務局】明確な棲み分けはない。重なる部分があるが、手帳所持の有無や障害特性な

どに応じて連携の上、支援につなげている。 

 

・八王子市で生活困窮の相談を週に１度受けているが、全体相談の７割はメンタル相談。

手帳を持っていない方も多く訪れるが、その方々の状態像は手帳所持者より重い方が

多い。就労の準備を進める中で福祉サービスの利用を希望しない方もいるため、障害

の名称をつけずに運営している。利用者の信頼を築きながら職業センターに繋げてア

セスメントをとることや体験的な就労準備支援は社会福祉法人で社会貢献として実施

している。 

・３年程前に国連の権利委員会へ障害者雇用や障害福祉サービスの現状を報告している。

国の委員会では、一般でも働ける方が B 型事業所に抱え込まれているといった指摘や

特例子会社が実態として、インクルーシブでないといった是正勧告もされると聞いて

いる。今後、10 年のスパンで就労 A 型、B 型の在り方が考えられるのではないか。 

  

〈人材育成・確保について〉 

・動画作成の事業について、進捗を伺いたい。 

 

【事業所】内容を詰めている段階。作成は１～２月頃、完成は３月頃を予定。 

 

・先日、社会福祉協議会が福祉の相談会を行った。ターゲットを絞っても来場者が少な

く、ブースに来ても採用に結びつかない。 

・今回の福祉の相談会では、コロナの影響で例年より少ない 12 団体に協力いただいた。

全体的に参加者は少なく、参加者の中で資格を持っている人もかなり少ない状態であ
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１-資料２

（仮称）精神

障害にも対

応した地域

包括ケアシ

ステム協議

会（案）につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

る。近隣市でも同時期に似たような催しが行われ、分散してしまったことも考えられ

る。多くの方々が参加してもらえるようなもっと魅力のある相談会にしていきたい。 

・学生の就職活動は現地に向かわず、オンライン、ワンクリックで面接が主流になって

いる。SNS を使うと広範囲に細かい情報が発信できる。日本に限らず全世界に向けて

発信できるよう頑張ってほしい。 

・動画の内容や活用方法を知りたい。 

 

【事務局】動画の内容としては、市内のイベントや職員の日常の様子を撮影することな

どを検討している。市公式 Youtube や事業所が開催する説明会で活用していきたいと考

えている。 

 

・無資格の方の法人や事業所への就職に繋げていくために、多摩市がバックアップをし

て有資格になれるようなプログラムを立てるのはどうか。移住に力を入れている自治

体では、受講に際して相手に条件を提示している。 

 

・仕事がない方に空き家を提供して住居の負担を減らすとともに、その際、３年以上働

くなどの条件付きで仕事をしてもらうのはどうか。 

 

 

１-資料２ （仮称）精神障害にも対応した地域包括ケアシステム協議会（案）について 

・可能なら協議会の委員に当事者も含めて実施ができないか。 

 

【事務局】現時点では立ち上げの事務的な部分については関係機関で整理を行い、内容

が進んだところで当事者側の方々にも協力いただきたいと考えている。 

 

・八王子市の地域生活支援協議会では当事者が出席しているのか。 

・八王子市の地域生活支援協議会は警察官や薬剤師の方などが出席している。年１回の

会議である。当事者を含めて会議を行うのが良いと思うが、地域移行については長期

入院後、地域で暮らしている人の意見を取り入れるのが大事だと思う。 

・障害福祉計画進めていく上で、医療、保健、福祉が集まり、手立てを考えることは必

要だと思う。実際に、その地域の中でそれらを広めて根づかせることや関係ないと思

っている方たちも気づいてもらう意味では市民の方などの声が必要だと思う。八王子

市では障害福祉計画を進める上で、地域の人を巻き込んで一緒に取り組むことはして

いるのか。 

・八王子市では、民生委員が地域の中核的役割を担い、未治療の方に対応した研修を行

っている。また、アウトリーチ事業を行っており、保健師と医療機関、PSW（精神保

健福祉士）で未治療の方のもとへ訪問している。６年程前から未治療で困っている人

へのアプローチや民生委員との連携を図っている。 
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２その他 

 

 

 

 

 

 

 

閉会 

〈今年度の主な議題についての全体的な意見〉 

・新型コロナウイルス感染者が徐々に増加しており、引き続き感染対策を行ってほしい。

また、精神障害にも対応した地域包括ケアシステムに関して良いシステムができるよ

うに取り組んでいきたい。 

・今回の議題の中で優先して検討するものを決めたいと思う。１、２のコロナ関係に係

る対応については、東京都や厚労省等を中心に政策が進んでいる印象がある。３就労、

４人材育成については担当部署が複数ある点で混乱が生じる可能性があるが、実績も

含めて少し深掘りした方が良いという意見が多いと感じた。また、具体的にどのよう

に進めていくのか、何かアイディアが出ないかが課題だと思われる。５地域生活支援

拠点、６精神障害にも対応した地域包括ケアシステムについては、各部会と協議会で

検討の上、情報提供をいただきたいと思う。これらを踏まえて３就労支援、４人材育

成・確保を中心に検討していきたいと思うがいかがか。 

 

（委員から反対意見なし） 

 

・それでは、情報提供をもとに次回の協議会で具体的な提案をしていきたいと思う。 

 

〈身体障がい者電話使用料助成制度における新規申請受付の廃止について〉 

特に委員の意見はなし 

 

〈第５次地域福祉活動計画策定委員会委員候補の推薦について〉 

【事務局】協議会と併せて必要に応じ、部会等にも募る。最終決定を会長にお願いする。 

 

事務局から事務連絡 

 

～閉会～ 

 


